
江津地域における新設校の制服ミーティング 

事後アンケート結果と今後の対応 

令和８年 10 月 14 日開催 

 

１ アンケートの概要 

⑴ 対象者 制服ミーティングに参加した生徒 11 人 

⑵ 回答者数 11 人（江津高校６人、江津工業高校５人） 

⑶ 回収率 100％ 

 

２ アンケート結果 

⑴ 参加に対する評価 

質問：制服ミーティングに参加して良かったですか。 

・ 良かった    11 人（100％） 

・ 良くなかった  ０人（０％） 

・ どちらでもない ０人（０％） 

 

⑵ 参加した感想（自由記述）    

  ・ 高校生の視点で「こうだったらいいな」という意見をたくさん出し合えて良い話 

し合いができた。 

  ・ 制服は学校の中で１番と言っていいほど大事だと思うので、制服のことについて 

   自分の意見を話せてよかった。 

・ 自分の率直な意見が出せてよかった。 

・ 新設校の新しい制服について様々な意見を聞くことができて、新設校についての 

関心が高まるような良いミーティングだった。 

  ・ すごくよい意見交換ができたので、これからのミーティングでも続けていきた 

い。 

  ・ 自分が考えないような色々なアイデアが出てよかった。 

  ・ みんな違った意見があり、制服のことについて考えることができて楽しかった。

また、自分の意見も言うことができ良い経験になった。 

  ・ いろいろな人の案や意見をたくさん聞けていいミーティングになった。とても良 

い経験になった。 

・ 少人数だったが、たくさんの意見が出て大変有意義な話し合いだった。例えば、 

私が良いと考えていた制服も、話し合ってみるとメリットだけでなくデメリットが 

あることも分かった。より良い制服になりそうだと思った。 

  ・ 自分が制服について思っていたことが全部言えたので嬉しかったし、ミーティン 

グに参加してよかったなと思った。他の人の意見も聞けて、「なるほど」と思うこと 

もあって、若い人とのミーティングも大事だなと思った。 

  ・ 他校の生徒と一緒に話し合いができてよかった。制服について考える機会は滅多 

にないので、とても良い経験になった。 

※趣旨を変えない範囲で、表現の一部を修正して掲載 



３ アンケート結果から見える成果 

⑴ 生徒の意見を表明する機会の確保 

   制服について自分の考えや希望を伝えられたことを肯定的に捉える記述が多く、生 

徒自身の意見を表明する機会となった。 

 

⑵ 多様な意見に触れることによる気付き 

   他の参加者の意見を聞き、自分にはなかったアイデアや、制服のメリット・デメリ

ットに気付いたとの記述があり、制服について多面的に考える機会となった。 

 

⑶ 新設校への関心と両校生徒の交流 

   新設校への関心が高まったとの記述や、他校の生徒と話し合えたことを評価する記

述があり、新設校について考えるとともに、両校の生徒が交流する機会となった。 

 

４ 今後の対応（案） 

⑴ 制服検討への活用 

   ミーティングで出された意見を整理し、制服のコンセプトやデザイン等を検討する 

際の参考とする。 

→ 別紙「江津地域の新設校における新制服のコンセプト」に記載 

 

⑵ 検討状況の共有 

   生徒の意見がどのように検討に生かされたかを、参加者等に分かりやすく伝える。 

→ 別紙「江津地域の新設校における新制服のコンセプト」を参加者および制服検 

討委員会のメンバー（両校の教員６名とコンソーシアム１名の計７名）に配布 

 

⑶ 児童生徒が意見を伝える機会の検討 

   今回の実施方法やアンケート結果を踏まえ、今後の新設校づくりにおいても、児童

生徒が意見を伝えられる機会を検討する。 

  → 校歌に盛り込むワード・フレーズ、校名、校章などの募集において、児童生徒が

多く参加できるように工夫 



江津地域の新設校における新制服のコンセプト 

 

 

 ⑴ デザイン 

 

  ・ 生徒の希望を取り入れた色合いや柄、シルエット 

・ 他校との違いが感じられる、新設校ならではの特色がある 

  ・ 江津地域や両校らしさを取り入れる工夫 

  ・ 夏服も含めた、年間を通じて魅力のある装い  

 

⑵ 着心地・機能性 

  

・ 軽さや伸縮性、通気性などを備えた素材 

  ・ 重ね着や上着の着脱による、体温調節のしやすさ 

  ・ 肌への刺激や首回りの窮屈さを抑える工夫 

  ・ 夏用ポロシャツなどの選択肢と、汗の目立ちにくさや下着の透けへの配慮 

 

⑶ 手入れのしやすさ 

  

・ 家庭で洗濯でき、乾きやすい素材 

・ シワになりにくく、アイロン掛けの負担が少ない仕様 

  ・ 汚れが落ちやすく、目立ちにくい工夫 

  ・ 型崩れや傷みに強く、３年間の着用を見据えた耐久性 

   

⑷ 価格 

 ・ 一式をそろえる際の総額を抑える工夫 

 ・ 必須購入品を必要最小限にし、希望に応じて追加できる仕組み 

 ・ シャツやセーターなどへの市販品の活用 

 ・ 買い替えや付属品の補充がしやすい価格設定 

 

⑸ 選び方・ルール 

  

  ・ スカート・スラックス、リボン・ネクタイなどを性別にかかわらず選択 

  ・ 気温や体調に応じた上着の着脱や、夏服・冬服の選択 

  ・ 感覚過敏など、個々の事情に応じた着用方法への配慮 

  ・ 指定品と市販品の範囲、式典時と日常の着用ルールの明確化 

 

※ 制服アンケート（令和８年８月実施）と制服ミーティング（令和８年 10 月実施）を 

もとに、制服検討委員会で検討 

※ 着色部分は制服ミーティングにおいて出た意見 

※ ミーティング当日は時間の都合で⑴～⑶についてのみ検討 


